
第 3類（杏林大学医学部付属看護専門学校学則） 

3-150-1 

○杏林大学医学部付属看護専門学校学則 

 

制定 昭和４６年 ４月 １日             
改正 昭和５０年 ４月 １日 昭和５１年 ４月 １日 

昭和５２年 ９月 ５日 昭和５２年１０月２７日 
昭和５３年 ４月 １日 昭和５３年 ９月２５日 
昭和５４年 ４月 １日 昭和５５年 ４月 １日 
昭和５６年 ４月 １日 昭和５７年 ４月 １日 
昭和５８年 ４月 １日 昭和６０年 ４月 １日 
昭和６１年 ４月 １日 平成 元年１０月 １日 
平成 ５年 ４月 １日 平成 ７年 ２月２８日 
平成 ８年 ４月２６日 平成 ８年１０月２３日 
平成１１年 ２月１５日 平成１１年 ９月２０日 
平成１２年 ９月１８日 平成１４年１２月 ６日 
平成１５年 ７月１４日 平成１７年 ７月２５日 
平成１８年 ７月１０日 平成２０年 ７月１４日 
平成２３年 ３月２５日 平成２６年 ３月２８日 
平成２６年１２月 ５日 平成２９年 ３月２４日 

 

第１章 総則 

 （名称及び目的） 

第１条 この学校は、杏林大学医学部付属看護専門学校（以下「本校」という。）と称

し、杏林大学（以下「本学」という。）の建学の精神に基づき看護に関する専門教育

を行い、人格の涵養に努め、もって良き看護師を育成することを目的とする。 

 （自己評価等） 

第１条の２ 本校は、その教育及び研究の水準の向上を図り、本校の目的を達成する

ため、教育及び研究活動の状況について自ら点検及び評価を行うものとする。 

２ 前項の点検及び評価の項目並びにその実施体制については、別に定める。 

（位置） 

第２条 本校を東京都三鷹市新川６丁目１７番３号に置く。 

第２章 課程・学科修業年限、定員及び休業日 

（課程・学科修業年限及び定員） 

第３条 本校の課程は３年課程とし、修業年限及び学生定員は次のとおりとする。 

 

課 程 学 科 修業年限 入学定員 総定員 

看護専門課程 看護学科 3 年 100 人 300 人 

 

（在学年限） 

第４条 在学年限は、前条の修業年限の２倍を超えることができない。 

 （学年） 

第５条 学年は、４月 １日に始まり翌年３月３１日に終る。 
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（学期） 

第６条 学年を分けて次の２学期とする。 

前期   ４月 １日から ９月３０日まで 

後期  １０月 １日から翌年 ３月３１日まで 

 （休業日） 

第７条 休業日は次の各号に掲げるとおりとする。 

（１）日曜日 

（２）国民の祝日に関する法律に定める日 

（３）杏林学園創立記念日 １１月１１日 

（４）春季休業日      ３月２５日から ４月 ５日まで 

（５）夏季休業日      ７月２５日から ８月３１日まで 

（６）冬季休業日     １２月２５日から翌年 １月 ５日まで 

２ 校長は、必要により前項各号の休業日を変更し、臨時に休業日を設け、また休業

日に授業、実習を課することができる。 

第３章 教育課程及び単位数並びに授業時間数 

 （教育課程及び単位数並びに授業時間数） 

第８条 教育課程及び単位数並びに授業時間数は、別表に定めるとおりとする。 

２ 各授業科目の単位数は、１単位の履修時間を教室内及び教室外を合わせて４５時

間とし、次の各号により計算するものとする。 

（１）講義については、１５時間から３０時間の授業をもって１単位とする。 

（２）演習については、３０時間の授業をもって１単位とする。 

（３）臨時実習については、４５時間の実習をもって１単位とする。 

第４章 入学・休学・退学・転入学・既修得単位認定等 

（入学の時期） 

第９条 入学の時期は、学年の始めとする。 

 （入学資格） 

第１０条 本校に入学を志願することのできる者は、次の各号の一に該当する者とす

る。 

（１）高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

（２）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によ

り、これに相当する学校教育を修了した者を含む。） 

（３）監督庁の定めるところにより、前各号に掲げる者と同等以上の学力があると認

められた者 

 （入学志願） 

第１１条 入学志願者は、次の各号に掲げる所定の書類に別に定める受験料を添えて、

校長に提出しなければなない。 
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（１）入学願書 

（２）履歴書 

（３）最終出身校卒業証明書又は同見込証明書 

（４）調査書 

（５）写真（最近６ヶ月以内に正面上半身にて撮影したもの） 

 （入学選考試験） 

第１２条 入学者の選考は、学科試験及び面接試験により行う。 

２ 入学選考試験の結果に基づき、校長は入学者を決定する。 

（入学許可） 

第１３条 入学選考試験に合格した者は、所定の期日までに別に定める入学料その他

の学納金を納めなければならない。 

２ 入学選考試験合格の通知を受け前項の手続を完了した者は、入学を許可する。 

（保証人） 

第１４条 入学を許可された者は、保証人２名（原則として、うち 1 人は東京都内に

居所を有する者。）を定め、所定の誓約書を校長に提出しなければならない。 

２ 保証人は次の各号に定める者とする。 

（１）親権者 

（２）成年者で独立の生計を営み、学生の身上に関する一切の責任を負うことのでき

る者 

 （保証人の変更等） 

第１５条 保証人の身上に異動があったとき、又は居所の変更があったときは、ただ

ちに届出なければならない。 

 （転入学） 

第１６条 校長は、転入学を志願する者があるときは、欠員のある場合に限り、選考

のうえ入学を許可することができる。 

２ 転入学に関する必要事項は、別に定める。 

 （転学） 

第１７条 学生が転学するときは、理由書を添え保証人連署で校長に願い出て、許可

を受けなければならない。 

（休学） 

第１８条 傷病または疾病の事由で３月以上修学することができないときは、本人の

休学願いに医師の診断書を添えて、またやむを得ない事由で３月以上修学できない

時は本学所定の理由書を添えて、校長に願い出て許可を得なければならない。 

２ 休学期間は通算して１年を超えることができない。ただし、特にやむを得ない事

情があると認められるときは、さらに１年を限り延長することができる。 

３ 休学期間は、第３条の修業年限に算入しない。 

 （復学） 
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第１９条 休学の期間中であっても、その事由が消滅したときは、校長の許可を受け

て復学することができる。 

２ 休学の事由が傷病又は疾病である場合には、医師の診断書を添付しなければなら

ない。 

３ 復学の許可を受けた者は、休学当時の所属学年に復学する。 

 （退学） 

第２０条 退学しようとする者は、退学届にその理由を記入し、保証人連署のうえ、

校長に願い出て許可を得なければならない。 

２ 退学の理由が傷病又は疾病である場合は、医師の診断書を添付しなければならな

い。 

 （再入学） 

第２１条 前条により退学した者で、２年以内に退学の事由が消滅し、再び入学を願

い出る者がある場合は、相当年の学年の始めに再入学を認めることがある。 

 （既修得単位の認定） 

第２２条 本校に入学する以前に、大学若しくは他の医療関係職種の学校養成所等で

履修した科目について、本人からの申請により、次の各号の要件に基づいて所定の

単位を認定することができる。 

（１） 個別の教育の内容を審査する。 

（２） 既修得単位の認定・手続き等は、別に定める。 

   第５章 単位認定及び卒業等 

（試験及び実習成績の評価） 

第２３条 試験及び実習成績の評価は各授業科目・各実習領域ごとに行う。 

２ 試験及び実習成績の評価は、授業料を完納し、各学科目の授業時間数の３分の２

以上及び実習時間数の５分の４以上の出席がなければ、受けることができない。 

３ 試験及び実習の成績は、ＡＢＣＤの４種類とし、Ａ・Ｂ・Ｃを合格、Ｄを不合格

とする。 

４ 試験に関する必要事項は、別に定める。 

 （単位の認定） 

第２４条 単位の認定は、各科目における試験及び実習の評価によって行う。 

２ 単位の認定は、教員会の議を経て、校長が行う。 

 （卒業の要件） 

第２５条 本校においては、３年以上在学し、次の各項の要件を満たさなければなら

ない。 

２ 第８条別表に定める科目について、次の各号の総計９７単位（３０１５時間）を

修得していること。 

（１）基礎分野   １３単位（ ３６０時間） 

（２）専門基礎分野 ２１単位（ ５１０時間） 
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（３）専門分野Ⅰ  １３単位（ ４５０時間） 

（４）専門分野Ⅱ   ３８単位（１３０５時間） 

（５）統合分野    １２単位（ ３９０時間） 

 （卒業及び専門士の称号） 

第２６条 前条に定める卒業の要件を満たした者については、教員会の議を経て、校

長が卒業を認定する。 

２ 卒業した者に専門士（医療専門課程）の称号を付与する。 

   第６章 賞罰（表彰・懲戒・除籍） 

 （表彰） 

第２７条 学業その他が特にすぐれ、他の学生の範となる者があるときは、校長は教

員会の議を経て、適当な方法でこれを表彰することができる。 

 （懲戒） 

第２８条 本学の建学精神、教育方針に違背し又は学生としての本分に反した行為を

した者は、教員会の議を経て、校長が懲戒する。 

２ 前項の懲戒は、その軽重に応じ、戒告、停学及び退学とする。 

３ 懲戒は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

（１）学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

（２）素行不良で改悛の見込みがないと認められる者 

（３）正当の理由なく、出席常でない者 

（４）本校の定める諸規程に反し、又は校内の秩序を乱し、その他学生としての本分

に反した者 

 （除籍） 

第２８条の２ 次の各号のいずれかに該当する者は、これを除籍することができる。 

（１）第４条に定める在学年限を超える者 

（２）授業料その他所定の納入金の納付を怠り、督促を受けても完納しない者 

（３）第１８条第２項に規定する休学期間を超えてなお復学できない者 

（４）死亡した者 

（５）行方不明で失踪の届出があった者 

第７章 教職員の組織 

 （教職員） 

第２９条 本校に、校長、副校長、教務主任、副教務主任、学生主任、副学生主任、

専任教員１４人以上（教務主任、副教務主任、学生主任及び副学生主任を含む。）及

び校医を置く。 

２ 事務組織については、事務職員１人以上を置き、その組織については、杏林学園

組織及び処務規程に定める。 

 （教職員の任務） 

第３０条 校長は、校務を統括する。 
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２ 副校長は、校長を補佐し、校長事故あるときはこれを代行する。 

３ 教務主任は、校長を補佐し、教務を担当する。 

４ 学生主任は、校長を補佐し、学生の生活指導を担当する。 

５ 副教務主任は、教務主任を補佐し、教務主任事故あるときはこれを代行する。 

６ 副学生主任は、学生主任を補佐し、学生主任事故あるときはこれを代行する。 

７ 専任教員は、教務主任及び学生主任を補佐し、教務及び学生の生活指導に従事す

る。 

８ 校医は、学生の健康管理に関する事項を担当する。 

 （教員会） 

第３１条 本校に教員会を置く。 

２ 教員会は、本校における次の事項を審議する。 

（１）教育に関する事項 

（２）学生に関する事項 

（３）その他前各号に関連し、校長が必要と認めた事項 

３ 教員会は、校長、副校長及び専任教員（教務主任、副教務主任、学生主任及び副

学生主任を含む。）をもって組織する。ただし、必要あるときは、その他の教職員を

加えることができる。 

４ 教員会は校長が招集し、その議長となる。 

第８章 学納金及び修学資金の貸付・健康診断 

 （受験料・入学料・授業料及び実験実習料） 

第３２条 受験料・入学料・授業料及び実験実習料は次のとおりとする。 

（１）受 験 料       ２０，０００円 

（２）入 学 料      １００，０００円 

（３）授 業 料  年額  ３８０，０００円 

（４）実験実習料  年額   ６０，０００円 

２ 本校に入学を志願する者は、受験料を納入しなければならない。 

３ 入学選考試験に合格し、入学を許可された者は入学料、授業料、実験実習料を納

入しなければならない。 

４ 在学生は、授業料、実験実習料を納入しなければならない。 

５ 学納金の納入時期、納入方法等必要な事項は、別に定める杏林大学医学部付属看

護専門学校学納金等取扱内規（以下「内規」という。）に定める。 

６ 既納の受験料、入学料、授業料及び実験実習料は、原則として返還しない。 

第３２条の２ 授業料、実験実習料は、休学又は停学中であっても納入しなければな

らない。ただし、休学の期間が６か月以上にわたる者の授業料、実験実習料につい

ては内規により、減免することがある。 

 （修学資金の貸付） 

第３３条 本校に、修学資金の貸付制度を設ける。 
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２ 修学資金貸付に関する規程は、別に定める。 

 （健康診断） 

第３４条 健康診断は、毎年１回、別に定めるところにより実施する。 

 

   附 則 

１ この学則は、昭和４６年 ４月 １日から施行する。 

２ この学則に必要な細則は、別に定める。 

   附 則 

 この学則は、昭和５０年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、昭和５１年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、昭和５２年 ９月 ５日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、昭和５２年１０月２７日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、昭和５３年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、昭和５３年 ９月 ５日から施行する。 

   附 則 

１ この学則は、昭和５４年 ４月 １日から施行する。 

２ この学則の改正については、運営審議会、理事会の承認を要するものとする。 

   附 則 

 この学則は、昭和５５年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、昭和５６年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、昭和５７年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、昭和５８年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

１ この学則は、昭和６０年 ４月 １日から施行する。 

２ 昭和５９年以前に入学の学生にかかる学科目及び授業時数は、第８条の規定にか

かわらず、従前の規定による。 

   附 則 

１ この学則は、昭和６１年 ４月 １日から施行する。 

２ 昭和６０年以前に入学の学生にかかる受験料・授業料及び実験実習料は、第３０
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条の規定にかかわらず、従前の規定による。 

   附 則 

１ この学則は、平成 元年１０月 １日から施行する。 

２ 学費、教育課程は平成 ２年 4 月入学生から適用する。 

   附 則 

 この学則は、平成 ５年 ８月 １日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成 ７年 ３月 １日から施行する。 

   附 則 

１ この学則は、平成 ９年 ４月 １日から施行する。 

２ 学費は平成 ９年 ４月入学生から適用する。 

３ 教育課程については、平成 ９年 ４月入学生から適用する。 

   附 則 

 この学則は、平成１１年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成１２年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成１３年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

１ この学則は、平成１５年 ４月 １日から施行する。 

２ 第１条の規定については、平成１４年 ３月 １日から施行する。 

   附 則 

１ この学則は、平成１６年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成１５年度以前に入学した学生については、従前の学則による。 

   附 則 

１ この学則は、平成１８年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成１７年度以前に入学した学生については、従前の学則による。 

附 則 

１ この学則は、平成１９年 ４月 １日から施行する。 

２ 学費は、平成１９年４月入学生から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成２１年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成２０年度以前に入学した学生については、従前の学則による。 

附 則 

 この学則は、平成２４年 ４月 １日から施行する。ただし、第３２条の２は、平

成２３年４月１日より適用し施行する。 

附 則 
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 この学則は、平成２６年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成２７年 ４月 １日から施行する。 

（経過措置） 

２ この学則による改正後の別表は、平成２７年４月１日以降の入学生から適用し、平

成２６年４月１日以前の入学生については改正前の学則を適用する。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成３０年 ４月 １日から施行する。 

（経過措置） 

２ 第３条の規定にかかわらず、平成３０年度から平成３１年度までの間の入学定員

と総定員は、次のとおりとする。  
 

 入学定員 総定員 

平成３０年度 ０人 ２００人 

平成３１年度 ０人 １００人 
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別表 

 

教育課程及び単位数・授業時間数 

 

区
分 

科       目 
単位

数 
時間数 備     考 

基 
 
 

礎 
 
 

分 
 

 

野 

人 間 発 達 論 １ ３０  

倫 理 学 １ ３０  

社 会 学 １ ３０  

心 理 学 １ ３０  

人 間 関 係 論 １ ３０  

生 物 学 １ ３０ 基礎分野   

論 理 学 １ ３０ １３単位 ３６０時間 

物 理 学 １ １５  

健 康 と ス ポ ー ツ １ ３０  

英 語 Ⅰ １ ３０  

英 語 Ⅱ １ ３０  

統 計 学 １ １５  

情 報 科 学 １ ３０  

 解 剖 学 Ⅰ １ ３０  

 解 剖 学 Ⅱ １ ３０  

 生 理 学 Ⅰ １ ３０  

 生 理 学 Ⅱ １ ３０  

 生 化 学 １ ３０  

 病 理 学 １ １５  

専 治 療 論 １ １５  

 疾 病 論 Ⅰ １ ３０  

門 疾 病 論 Ⅱ １ ３０ 専門基礎分野 

 疾 病 論 Ⅲ １ ３０ ２１単位 ５１０時間 

基 疾 病 論 Ⅳ １ ３０  

 疾 病 論 Ⅴ １ １５  

礎 微 生 物 学 １ ３０  

 薬 理 学 １ ３０  

分 臨 床 栄 養 １ １５  

 保 健 医 療 論 １ １５  

野 健 康 教 育 学 １ ３０  
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 公 衆 衛 生 学 １ １５  

 社 会 福 祉 １ ３０  

 関 係 法 規 １ １５  

 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 論 １ １５  

 基礎看護学   

専 看 護 学 概 論 １ ３０  

 基礎看護技術Ⅰ（共通基礎技術） １ ３０  

門 基礎看護技術Ⅱ（フィジカルアセスメント） １ ３０ 専門分野Ⅰ  １３単位 

 基礎看護技術Ⅲ（日常生活援助①） １ ３０ （４５０時間）を修得 

分 基礎看護技術Ⅳ（日常生活援助②） １ ３０  

 基礎看護技術Ⅴ（日常生活援助③） １ ３０  

野 基礎看護技術Ⅵ（診療の援助①）

基礎看護技術Ⅶ（診療の援助②）

１

１

３０

３０

 

Ⅰ 臨 床 看 護 総 論 １ ３０  

 看 護 過 程

基 礎 看 護 学 実 習

１

３

４５

１３５

 

  

 成人看護学          

 成 人 看 護 学 概 論 １ ３０  

 成 人 看 護 学 方 法 論 Ⅰ

（ 慢 性 期 に あ る 患 者 の 看 護 ）

１ ３０  

専 

 

 

門 

 

 

分 

 

 

成 人 看 護 学 方 法 論 Ⅱ

（急性期・回復期Ⅰにある患者の看護①）

成 人 看 護 学 方 法 論 Ⅲ

（急性期・回復期Ⅱにある患者の看護②）

成 人 看 護 学 方 法 論 Ⅳ

（ 終 末 期 に あ る 患 者 の 看 護 ）

成 人 看 護 学 方 法 論 Ⅴ

（ 看 護 過 程 と 看 護 技 術 ）

成 人 看 護 学 実 習

１

 

１

 

１

 

１

 

６

３０

３０

１５

３０

２７０

専門分野Ⅱ  ３８単位 

（１３０５時間）を修得

 

 

 

 

 

 

 

野 老年看護学   

 老 年 看 護 学 概 論 １ ３０  

 老 年 の 疾 病 ・ 障 害 １ １５  

Ⅱ 老 年 看 護 学 方 法 論 Ⅰ １ ３０  

 老 年 看 護 学 方 法 論 Ⅱ １ ３０  

 老 年 看 護 学 実 習 ４ １８０  

 小児看護学   
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 小 児 看 護 学 概 論 １ １５  

 小 児 の 疾 病 ・ 障 害 １ ３０  

 小 児 看 護 学 方 法 論 Ⅰ １ ３０  

 小 児 看 護 学 方 法 論 Ⅱ

小 児 看 護 学 実 習

１

２

３０

９０

 

 母性看護学   

 母 性 看 護 学 概 論 １ ３０  

 生 殖 生 理 と 疾 病 ・ 障 害 １ ３０  

 母 性 看 護 学 方 法 論 Ⅰ １ ３０  

 母 性 看 護 学 方 法 論 Ⅱ

母 性 看 護 学 実 習

１

２

１５

９０

 

 精神看護学   

 精 神 看 護 学 概 論 １ ３０  

 精 神 の 疾 病 ・ 障 害 １ １５  

 精 神 看 護 学 方 法 論 Ⅰ １ ３０  

 精 神 看 護 学 方 法 論 Ⅱ

精 神 看 護 学 実 習

１

２

３０

９０

 

 在宅看護論   

 在 宅 看 護 概 論 １ １５  

 統 在 宅 看 護 方 法 論 Ⅰ １ ３０  

 在 宅 看 護 方 法 論 Ⅱ １ ３０  

 

 合 

在 宅 看 護 方 法 論 Ⅲ

在 宅 看 護 実 習

１

２

３０

９０

統合分野  １２単位 

（３９０時間）を修得 

 看護の統合と実践 

看 護 の 統 合 と 実 践 Ⅰ

 

１ ３０ 

分 （ 医 療 安 全 ・ チ ー ム 医 療 ）   

 看 護 の 統 合 と 実 践 Ⅱ １ １５  

 （ 災 害 看 護 ・ 国 際 看 護 ）   

野 看 護 の 統 合 と 実 践 Ⅲ １ ３０  

 （ 看   護   研   究 ）   

 看 護 の 統 合 と 実 践 Ⅳ １ ３０  

 （看護技術の総合的な評価）

統 合 実 習

 

２ ９０

 

   総計９７単位 

 合       計 ９７ ３０１５ (３０１５時間)を修得

    

 


